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氏 名 大塚亮真 

１．派遣国・場所（〇〇国、〇〇地域） 

宮崎県串間市幸島 

２．研究課題名（〇〇の調査、および〇〇での実験） 

幸島実習(WRC主催)/野生動物・行動生態野外実習 

３．派遣期間（本邦出発から帰国まで） 

平成 28年 5月 4日 ～ 平成 28年 5月 12日 （9日間） 

４．主な受入機関及び受入研究者（〇〇大学〇〇研究所、○○博士／〇〇動物園、キュレーター、○○氏） 

京都大学野生動物研究センター幸島観測所 鈴村氏 

５．所期の目的の遂行状況及び成果（研究内容、調査等実施の状況とその成果：長さ自由） 

 今回は幸島実習に参加し野生のニホンザル(Macaca fuscata)とウマ( Equus caballus 

)の行動観察を行うため、宮崎県串間市の幸島と都井岬を訪れた。幸島は日本の霊長類学発祥の地と言われて

いるところで、訪れることが出来てとても嬉しかった。実習参加者は事前にそれぞれの調査テーマ・方法を

決めて、幸島で調査を行い、その成果をまとめて発表した。 

  

 【日程】 

５月４日：出町柳から電車とバスで大阪南港。大阪南港からフェリーで鹿児島県志布志港へ。 

５月５日：志布志港から宮崎県串間市へ移動。買い出しのあと幸島観測所へ。 

５月６日：幸島へ。地図とコンパスを持って山歩きの練習。 

５月７日：ニホンザルの行動観察 

５月８日：ニホンザルの行動観察 

５月９日：都井岬にて野生ウマの観察 

５月１０日：データ解析、発表 

５月１１日：掃除、片付けのあと志布志港へ電車で移動。志布志港からフェリーで大阪南港へ。 

５月１２日：大阪南港から電車とバスで出町柳へ 

  

 今回の幸島実習では「観察者と観察個体（幸島のニホンザル）との関係について」をテーマに設定した。

実習参加者のうちの１人の A（イニシャルとは無関係）さんに協力してもらい、A さんのニホンザルの行動観

察に同行し、両者の関係性について距離に着目して調査を行った。個性による A さんに対する許容度の違い

を近距離の接近頻度で評価しようとし、A さんに対する行動や A さん自身の観察方法の変化なども記録した。 

A さんと観察個体のとの関係は観察時間内でも少しずつ変化していることや、観察個体の個性、観察場所に

よっても変化することがわかった。 

 私は京都大学農学部出身で現在は京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科に在籍している。調査

として野生動物の行動観察を行った経験は、学部一回生の頃に参加したポケゼミ（嵐山のニホンザル）と同

じく学部一回生の夏休みに参加したヤクザル調査隊（屋久島のニホンザル）だけであった。そんな自分にと

って、自分で調査のテーマを設定し、方法を決め、実際に行動観察を行ってデータを収集・解析し、成果を

発表するという経験が出来たことはとても貴重なことであった。特にテーマの設定からデータ収集の方法ま

での過程に関して、先生方や実習参加者から多くのことを学ぶことが出来た。 

 正直、今回の実習における私の調査研究は決して優れたものであったとは言えない。しかし、なぜ優れて
いないのかが少しでも明らかになったことが今後の研究に繋がると信じている。仮に、人とゴリラの関係に
焦点を当ててやや文系よりの研究を行うことになったしても、野生動物の行動観察の経験はきっと役に立つ
だろう。フィールドで得たデータを、数値化しグラフ化する技術については野生動物研究から学べることが
とても大きいと感じている。それだけでなく、例えばゴリラの食害をテーマにして、ゴリラが畑の作物を食
べる様子を観察する場合などでも今回の行動観察の経験が生きてくるはずであるから、自分のメインの研究
と平行して、ここからさらに学習を続けていきたいと思う。 
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６．その他（特記事項など） 

今回の実習へは PWS の協力により参加することが出来ました。実習期間中、ご指導していただきました中村
先生、杉浦先生、鈴村さんには大変感謝しております。また一緒に実習に参加した学生のみなさんにも感謝
しています。 

おっぱいを飲むニホンザルのコドモと母親 正面から 

横になるウマのコドモ おっぱいを飲むウマのコドモ 

森の中でニホンザルを追う グルーミング中 
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